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河内からの熱い思い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
� 河内の国文化遺産総合活用実行委員会   

委　員　長　　 池田　清

　河内からの熱い思い、このたび観光案内第 2版として「ロマンあふれる河内へようこそ！ 19 市
町村勢要覧で繙く河内の歴史と文化&楠公史跡」を刊行いたしました。
　河内と呼ばれる大阪東部に位置する地域には多くの名所・史跡があります。古くは古市・百舌鳥お
よび生駒山麓西面などの古墳群から、中世に活躍した楠正成・正行父子にまつわる史跡、そして江戸
時代の大和川付け替え工事に関わるもの等々です。
　そして京都と高野山を結び、河内地域を南北に貫く東高野街道およびこれと交わる諸街道は、歴史
のストーリーを発信する街道文化ともいえます。
　これらの貴重な歴史遺産と現代に活きる地域資源を継承発展させ、活用していくなら、それは有望
な観光・文化資源として、ムラおこし・街づくりの大きな糧となるでしょう。
　東京一極集中、それと対をなして関西の地盤沈下がいわれていますが、東京型の都市建設だけが、
地域浮揚の道ではありません。よき自然と、これにとけ込む由緒ある建物・街並み、そして都市部と
の調和、これらを総合的に活かしていくことこそ大事です。
　わたしたちはまた、河内の街道文化の “日本遺産 ” への登録を目指しています。これは、地域の歴
史的魅力や特色を通じて日本の文化・伝統を語るストーリーを文化庁が認定するもので、これを国内
外に発信し、地域の活性化を図ろうというものです。
　本誌が、河内の魅力、河内のロマンを発信し、皆様に活用され、活力ある地域づくりに役立つこと
ができれば幸いです。
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河内の国の歴史と文化

●奈良時代に成立
　カワチーそこには古代のロマンがある。
　直木孝次郎氏（大阪市立大学名誉教授）が提
唱した「河内王権」の当否はともかくとして、
時のヤマト政権に直結する大和川水系の政治勢
力が、河内の地に根を下ろしていたことは間違
いない。
　百舌鳥・古市の巨大古墳群の存在はそれを物
語る。そして百舌鳥・古市古墳群の前夜には玉
手山古墳群（現柏原市）が出現し、6世紀中葉
まで続く古市古墳群と時代を同じくして、河内
湖（潟）周辺には水走・鬼虎川・瓜生堂・巨摩・
久宝寺などの遺跡が配置する。まさに古代の躍
動が存在したのである。
　14郡からなる河内の国が成立したのは奈良
時代。古墳に代わって宝通寺・河内寺など仏教
寺院が登場する。建武の中興・南北朝の時代に
活躍した楠木正成・正行父子は河内の出身で
あった。千早城、上赤坂城は名高い。武士が政
権を相争う時代は、交通の要衝や見晴らしの良
い場所には城が作られた。1580（天正 8年）
年代までは存在した若江城もそうした城の一つ
であった。
　江戸時代には、農具・肥料・農業技術の改良
により農業生産が大きく伸び、治水、灌漑や新
田開発が活発に行われ、こうした中で、大和川
の付け替え工事が行われた。古代、現在の東大
阪市北部は陸地ではなく、河内湖（潟）であった。
大和川は、大阪湾に直接注ぎ込むのではなく、
石川と合流する今の柏原市中心部から北へ伸び
て、この河内湖跡の池へと注いだ。大雨が降る
と氾濫し、流域は洪水の被害にたびたびあった。
これを解消するための付け替え工事であり、旧
大和川の川床は新田に変えられた。鴻池新田や
川中新田が開発されたのもこのころである。新
田で作物の綿から作られた製品は「河内木綿」
として全国に広まった。

●北・中・南と 3つの地域、南北に広がる
　明治・大正以降、産業技術の発展とともに、
大阪電気軌道（現在の近鉄線）や浪速鉄道（学
研都市線）が開通し、人々の生活が大きく変化
して都市化も進んだ。現在の東大阪市は旧布施・
河内・枚岡の三市が合併して誕生し、「モノづ
くりのまち」「ラグビーのまち」として知られ
ている。「まいど 1号」の打ち上げも記憶に新
しい。八尾市も「モノづくりのまち」として知
られ、また「河内音頭」発祥の地のひとつでも
あり、八尾枝豆は近畿一の収穫量を誇る。柏原
市は今なお豊かな自然環境を備え、山麓にはブ
ドウ畑が並び、このブドウから作られるワイン
も有名である。この三市が中河内である。
　富田林市、河内長野市、松原市、羽曳野市、
藤井寺市、大阪狭山市、太子町、河南町及び
千早赤阪村の 6市 2町 1村からなる南河内は、
古墳や遺跡・文化的遺産が数多く点在する。富
田林寺内町は近世の伝統的街並みが保存され、
重要伝統的建造物群保存地区に選定されてい
る。東の山麓部には、なす、きゅうり、ぶどう
などの産地や田辺大根などのなにわの伝統野菜
の栽培地が広がる。山間部は、「河内林業」と
呼ばれる府内随一の林業地域である。
　淀川水系となる北河内（枚方市、交野市、寝
屋川市、守口市、門真市、四條畷市、大東市）は、
古くから京街道や古堤街道、東高野街道が通り、
大阪と京都、大阪と奈良、京都と高野山を結ぶ
中継地であった。現在は関西文化学術研究都市
の一翼を担う。
●価値ある資源を活かす
　このように歴史と文化、伝統産業豊かな河内
の地域であるが、少子高齢化と経済停滞の波は
ここにも押し寄せてきている。地域経済を支え
る町工場は櫛の歯が抜けるように撤退し、住工
混在の問題も起こる。個人商店も廃業が相次ぐ。
河内域内の公共交通網は決して十分ではない。
生き生きとした地域文化と地域生活を持続・発
展させるには、価値ある資源を活かして、積極
的な方策に打って出ることが必要である。
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枚方市
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枚方市
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枚方市
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寝屋川市
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寝屋川市
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寝屋川市
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門真市
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四條畷市

24



四條畷市
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大東市
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大東市
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大東市
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東大阪市
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東大阪市
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東大阪市
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東大阪市
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柏原市
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松原市
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松原市
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松原市
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松原市
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藤井寺市
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藤井寺市
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藤井寺市
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羽曳野市
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羽曳野市
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富田林市
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富田林市
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富田林市
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大阪狭山市

58



大阪狭山市
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大阪狭山市
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大阪狭山市
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河内長野市
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河内長野市
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河内長野市

64



河内長野市
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太子町
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太子町
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太子町
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河南町
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河南町
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河南町
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河南町
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千早赤阪村
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千早赤阪村
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千早赤阪村
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千早赤阪村
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河内に残る楠公史跡

●日本人の心を伝える楠公父子
　明治 33年、大和田建樹が作詞した鉄道唱歌・
関西・参宮・南海編は、今の片町を出た後、木
津から伊勢に入り、奈良、柏原、橋本、和歌山、
難波終点までを謳っている。
　そして、その作詞を貫く一本の筋が、南朝ゆ
かりの歴史である。四條畷の小楠公に始まり、
笠置元弘の変、伊勢の結城、金剛山大楠公、吉
野南朝跡、如意輪寺正行辞世句、最後は阿倍野
北畠顕家で結んでいる。
　河内を語るとき、楠公父子抜きには語りえない。
　時折しも、産経新聞は平成 28年 3月より、
「公を忘れた日本人へ」と題し、「戦後 71 年　
楠木正成考」の特集を一面トップで取り上げ
た。この特集は、1部 5日連続構成で、12月
の 10部まで、計 50日間一面のトップを飾る
超ロングランとなった。
　＜正成の生涯が現代に伝えるものは何なのか＞
をこの連載で考えたい、と大阪特派員、山上直
子は以下綴っている。
―　掲げたテーマは、忠義と仁の人という正成　　　　
の生涯が現代に伝えるものとは何か。そこに、
戦後失われてきた「日本人の心」が見えてくる
のではないか、という問いかけでもある。
●河内に広がる楠公史跡
　産経新聞は、その特集の第一回で、楠公に関
する主な史跡として、地図上に 9か所を紹介
しているが、実際はこんな数ではない。
　河内（大阪市内一部含む）における楠氏ゆか
りの主な史跡は以下の通り。
四條畷市／四條畷神社、小楠公墓所、和田賢秀墓
大東市／十念寺
東大阪市／�正行首洗いの井戸（枚岡神社）、正

行首塚、歯噛みさん、往生院六万寺
八尾市／恩智城址、恩智左近の墓
藤井寺市／葛井寺
羽曳野市／誉田八幡宮、壺井八幡宮
富田林市／楠妣庵観音寺
河内長野市／�観心寺、後村上天皇檜尾陵、金剛

寺、摩尼院
千早赤阪村／�建水分神社、楠公誕生地、下赤坂

城址、上赤坂城址、千早城址、奉

献塔、楠公産湯井戸、寄手塚・身
方塚

大阪市／�渡辺橋・小楠公義戦之跡、天王寺、住
吉大社、住吉行宮正印殿跡

●各地に語り継がれる楠公物語
　楠木正成の精神を創った河内の地、観心寺。
　観心寺には、「楠公学問所」とされた中院が
残る。正成は此の中院で 8歳から 15歳まで、
龍覚坊に学んだ。正成の精神の根幹となった四
恩の教え、「国・親・衆生・三宝の恩」である。
　父、楠木正成が日本の歴史を大きく切り拓い
た千早の戦いの場、千早城址。
　千早赤阪村には、下赤坂城址、上赤坂城址、
そして千早城址と 3つの城址が残る。特に、
千早城址は 100 名城の一つに数えられる難攻
不落の「鉄壁の城」である。
　また千早赤阪村には、敵味方を問わず手厚く
慰霊するため建立された寄手塚・身方塚がある。
敵と言わず寄せ手といい、しかも味方の塔より
も大きく建てているが、ここには楠公精神が生
きている。溺れる敵兵を救ったと伝わる正行の
渡辺橋の美談同様、家門の為ではなく、天下国
家のために戦った楠公父子の精神が読み取れる。
　そして、長男、楠正行が忠孝両全の道を全う
し散って逝った四條畷の合戦。
　古戦田の字地名が、四條畷に 2か所、大東
市に 1カ所、またハラキリの字地名が大東市
に 1か所残り、四條畷の合戦がこの地であっ
たことを物語る。
　また北条にある十念寺は、四條畷の合戦で亡
くなった者たちの魂がさまよったことから、そ
の供養のため永禄年間に建てられた。
　これらの地をつなぐ東高野街道は、京の都と
高野山を結ぶ幹線道路であり、河内の国の流通
を支えると同時に、南朝・北朝の戦いの場となっ
た道である。
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楠公父子の生きざま

●楠一族に見る武士道の精神
後醍醐天皇と楠木正成の利害一致

　南北朝の時代、その背景に ｢公家社会｣ と新
興 ｢武家社会｣ の大きな対立関係があった。
　そして、後醍醐天皇は、天皇親政を目指し、反・
北条幕府の立場を鮮明に行動した。
　また、楠木正成は、幕府の非御家人、当時の
悪党としてはとびぬけた存在で、運輸・流通業、
辰砂や金剛砂等の鉱物資源を取り仕切る商人と
して、河内を中心に近畿一円を支配していた。
　正成は、土地にしがみつき民百姓を支配下に
置くしか自らの糧を稼ぐ手段を持たない武家支
配を倒し、商売・流通等をより安全かつ自由に
できる新しい社会＝体制の構築を目指し、反・
北条幕府の立場に拠った。
　ここに、後醍醐天皇＝南朝と、楠木正成＝楠
一族の利害が一致したのである。
　そして、この二人の雄の接近を可能にしたの
が、後醍醐天皇の命を受け全国に散った側近の
公家等の存在、日野資朝、日野俊基等である。

父子ともに、立てた志を貫いた散り際の潔さ
　しかし、父・正成が足利尊氏との和睦策や帝
の比叡山臨幸策を諫言・献策するも退けられ、
「君の戦、必ず破るべし」と湊川に散ったと同
様に、子・正行も、自らの力ではどうすること
も出来ない公家社会の厚い壁に阻まれ、四條畷
に散ることになる。
　敵、足利尊氏に勝利感を与えて、東条に引き、
地の利を活かして師直・師泰軍をたたく作戦を
立てたものの、南朝公家たちの理解が得られず、
身分の低い己の立場ではその実現の困難さを知
り、最期は討死覚悟で高師直に挑み、潔く散っ
ていったのが正行の心情、と分析する。
　そして、この覚悟は、戦いを前に吉野を訪れ、
後村上天皇に別れの挨拶をし、如意輪堂の板壁
に辞世の歌「かゑらじと　かねて思へハ　梓弓　
なき数にいる　名をぞとどむる」を刻した時点
で、すでに固まっていたものと思える。
　正行の生き方には、今の世相に最も欠ける�
｢己を空なしうする精神｣、すなわち、究極とし
ての散り際の潔さが脈々と息づいている。ここ

に、四條畷の合戦の本質を見て取れる。

「義」「忠」「礼」の志に生きる究極の美学
　楠一族に武士道の精神を見ることができる。
　実践の「勇」、英知の「智」、武士の情けの「仁」、
誠実足らん「信」を最下段に、その上に、正し
いことを行う「義」、社会的規範の「礼」を置き、
最上段に、身体を張って主人に仕えもし、諫言
もする「忠」、そして究極の名声を得る「名誉」
を位置づける、これが新渡戸稲造の説いた武士
道の精神である。
　智＝英知、仁＝武士の情け、勇＝実践はもちろ
んのこと、正統な南朝を復権するという「義」、寄
せ手塚・身方塚建立の精神、渡辺橋の美談にみる
「礼」、後醍醐帝への足利尊氏との和睦策・比叡山
臨幸策の諫言・献策にみえる「忠」の精神、すな
わち武士道の精神を、楠一族に見ることができる。
　正統な帝の復権、南北朝の統一を夢見て、自
らの志を立てたなら死をも顧みず突き進むとい
う美学、潔さに生きた正成、正行親子。
　そして、二人とは逆に、生き続けることで忠
を尽くそうとした正行の弟・正儀。
　かれら楠一族と河内は切っても切れない。
　これら楠一族三代の生きざまがあったればこ
そ、日本の近代史を切り拓くこととなった明治
維新が開花したと言えるのではないだろうか。
　湊川に祀られる楠木正成の墓「嗚呼忠臣楠子
之墓」を訪れた幕末の志士たちの名前が、湊川
神社刊「神戸と楠公さん」に記されている。
　吉田松陰、真木保臣、高杉晋作、坂本竜馬、
伊藤博文、西郷隆盛、三条実美、大久保利通、
木戸孝允等と、誰もが知っている幕末の志士た
ちの名前がずらりと並ぶ。
　次ページ以降、河内に残る楠公史跡を掲載する。
　河内に息づく楠公の生きざまを訪ね、武士道
に生きた日本人の心にぜひ触れていただきたい。
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〒 575-0021　四條畷市南野 2-18-1

電話 072-876-0044

JR 学研都市線四条畷駅下車徒歩約 15分

　正平 3年（1348）1月 5日、四條畷の合戦
で自刃した楠正行を主神に、弟正時以下 24柱
を配祀する。兵庫・湊川に正成を祀る立派な神
社が創建されたことを受け、住吉平田神社の神
官、三牧文吾らの尽力で、明治 23年（1890）
4月 5日、御鎮座祭を挙げた。別格官幣社。
　境内に、楠公父子別れの像、楠天神社（菅原
道真公を祀る）、御妣（みおや）神社（小楠公
ご母堂を祀る　大正 14年 10月 5日鎮座）等
がある。

和
わ
田
だ
賢
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しゅう
墓
ぼ

〒 575-0021　四條畷市南野 4-15

JR 学研都市線四条畷駅下車徒歩約 10分

　四條畷神社一の鳥居北約 200 メートルの東
高野街道沿いにある。和田賢秀は正行のいとこ
で、正行の死後も敵にまぎれ高師直の首を取ろ
うと迫ったが、わずかのところで首を取られて
絶命した。
　しかし、歯を食いしばって目を見開いたその
凄絶な姿に日夜悩まされたこの敵兵は、遂に狂
い死んだという。以来、賢秀は「歯神さん」と
呼ばれて篤い信仰を受けた。
　墓碑は、天保 2年（1831）、大阪の永田友
之が建てたもので、碑背に「昔問へば　すすき

四條畷神社

四條畷神社鳥居

御妣神社

楠公父子像

和田賢秀墓
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尾花の　嵐吹く」の句を刻んでいる。
　昭和40年、四條畷カントリークラブ造成中、
小松寺跡から一石五輪塔の和田賢秀墓碑が出
土。調査の結果、この寺の勧教阿闍梨という高
層は和田賢秀の三代目にあたることが分かった。

小
しょう
楠
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公
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墓
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所
しょ

〒 575-0036　四條畷市雁屋南町 27-5

JR 学研都市線四条畷駅下車徒歩約 5分

　正行は討死後、ご遺体はただちに当時深野池
の堤防であった現在地に移され、南無権現と書
いた小碑を建て二本の楠の若木を両脇に植えて
墓とした。一説では楠の木を植えたのは 82年
後という。
　年を経て一株のごとく合した楠は、この小碑
を包み込み、幹回り 10メートル以上の大木に
成長し、大阪府天然記念物に指定された。樹齢
約 580年。現在の石碑（総高さ 7.5 メートル）
は明治 11 年（1878）に建てられたもので、
大久保利通による銘「贈従三位楠正行朝臣之墓」
が刻まれている。
　小楠公の墓・首塚は、この地のほか、京都宝
筐院、東大阪往生院、東大阪山手町、宇治正行
寺、鹿児島甑島金吾山と、全国六か所にある。

交野市

小楠公墓所

小楠公墓所石碑 楠正行石像

小楠公墓所の楠
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〒 576-0016　交野市星田 3-33-4　

星田小学校　電話 072-891-2034

JR 学研都市線星田駅下車徒歩 5分

　交野市には、正平7年、荒坂山の戦いで、宮方、
楠正儀に与して戦った交野郷士、加えて、亀山
院、そして長慶天皇とゆかりの深い獅子窟寺の
存在等の歴史がある。
　これらの事実からして、交野の郷士や寺院衆
徒らを中心に交野の人々が、南朝に与するその
歴史を刻んでいたことが読み取れる。
　昭和7年から昭和18年にかけて大阪府下（除
く大阪市）の学校に設置された楠木像（正成像・
正行像・父子訣別座像等）は 76 校、77 体に
上り、内、正行像は柏原校、玉川校、星田校の
3体が確認されており、現在、現存するのは星
田校の石像のみである。
　交野市域は、正平 7年の荒坂山の戦いで楠
正儀に与して宮軍として戦ったり、長慶天皇ゆ
かりの獅子窟寺があるなど、南朝に連なる歴史
が残ることから、大阪府下の学校での楠木像の
建立気運と呼応して、紀元2600年を記念して、
昭和 16年（1941）、正行像が設置されたと思
われる。

大東市

十
じゅう
念
ねん
寺
じ

〒 574-0011　大東市北条 6-4-49　

電話 072-879-3600

JR 学研都市線四条畷駅下車徒歩約 15分

　「・・・貞和年中（1345 ～ 1349）飯盛山
の辺りにして戦死の霊魂永禄年中（1558 ～
1570）に至るまで山野に火を立、夜夜相闘殸
耳に夥し・・・」（大東市北条　山本家所蔵版木「楠
正行菩提寺本堂再建奉加帳」）と記されるよう
に、飯盛山の辺りでは正行方戦死者の魂がさま
よったことから、その供養に永禄年間（1558
～ 1570）この地に十念寺を建て、正行以下の
菩提を弔った。
　東高野街道沿いにあり、楠正行の菩提寺とい
われる。四條畷の合戦で戦死したわが子のため
に日参する母の姿を憐れみ、村人が尊堂を建て
た。寺宝のほかに、願い地蔵と願い観音も祀ら
れる。

十念寺

小楠公像
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飯盛山山頂

　昭和 10年、小楠公会が設立され、北河内郡
内の小学校児童約2万人による「1日1銭献金」
や他地域の学校の児童・生徒、教員、府民有志
ら延べ 22万人の寄付によって建立された。
　銅像は、正行が四條畷の戦いへの出陣に際し、
吉野山如意輪寺の板戸に辞世の歌を認め、そ
の筆跡を見つめる姿を写したもので、高さ約 3
メートル 60センチ。
　昭和 18年に台座を残して銅像は回収され、
現在建っているのは昭和 47年に再建されたも
の。

東大阪市
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〒 579-8061　東大阪市六万寺町 1-12-36　

電話 0729-81-2597

近鉄奈良線瓢箪山駅下車徒歩約 30分

　四條畷の合戦に際し、楠正行が本陣を構えた
場所。六万寺町に正行が乗馬の鍛錬をしたと伝
える馬場、横小路町には弓の練習に励んだ弓場
の字名や、幼名と同じ多聞寺跡が残る。
　大日本史によれば、正行の遺骸を往生院に葬
るとあり、正行公五輪塔、正成公供養塔石碑が
境内にある。

楠
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〒 579-8022　東大阪市山手町

近鉄奈良線額田駅下車、東へ約 300メートル

　四條畷の合戦のおり、楠正行は往生院着陣の
翌日、家来高内定行を伴い枚岡神社に詣で、武
運を祈り、仏具と太刀を奉納したとの記録（枚
岡神社）が残る。
　正行は自刃を決意し、額田神社の若宮前で自
決をし、高内定行がその首級をもって生駒山を
登り、この地に葬ったとされる。（湊川神社楠
木同族会会員　政和美氏記録より）
　近鉄額田駅から長尾の滝に登る道の北側に
「山神」と呼ばれる土地があり、ここに楠正行
の首を埋めたと伝える石龕（せきがん）がある
ことから、大正 13年、小楠公遺跡顕彰碑が建
てられた。石龕の扉には菊水の紋様が刻まれて
いる。

正行公五輪塔

正行公石龕

枚岡神社鳥居
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〒579-8033　東大阪市出雲井町7-16　枚岡神社境内

電話 072-981-4177

近鉄奈良線枚岡駅下車すぐ

　四條畷の合戦の時、正行は枚岡神社に参り、
井戸で首を洗って身を浄めたと伝わる。
　もともと「楠正行首洗いの井戸」と伝わって
いたものを、「正行縁の井戸」と改められた。
井戸脇に立つ案内板には、楠正行公縁の井戸と
して、「正平 3年（1348）1月、小楠公楠正行、
正時兄弟、和田高家、賢秀兄弟をはじめ一族郎
党が、高師直率いる北朝軍の大軍と戦った“四
条縄手の合戦”が、この地であったとの言い伝
えが伝わっています。」と記されている。
　枚岡神社は、四つのご祭神の内、「天児屋根
命」（あめのこやねのみこと）「比売御神」（ひ
めみかみ）の二神を春日大社に分祀されたこと
から「元春日」と呼ばれ、延喜式神名帳では名
人大社に列せられ、中世には一宮制度の成立で
河内の国一之宮となった。

八尾市

恩
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〒 581-0883　八尾市恩智中町

近鉄大阪線恩智駅下車徒歩約 20分

　恩智城址公園には、高さ約 2メートルの自
然石碑「恩地城址」が建つ。
　現地説明板は、「恩智城は中世この地の豪族
恩智左近満一が築いた。自然の高地を利用した
城郭で、高安連峰との間に堀を廻らせ前方に大
阪平野を一望のもとに収めた。堀の中にかつて
は小島があったがそれは昔の一の丸で現在の城
址は二の丸跡という。正平 3年（1348）四條
畷の戦いで楠正行が戦死し恩智城も落ちた。学
制領布の時ここに小学校が新築され、今では桜
の名所として知られる。」とある。
　恩智城址公園には、「南高安小学校（旧恩智
小学）発祥の地」の石碑もたち、公園正面には
旧小学校の門柱が左右に残る。
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〒 581-0883　八尾市恩智中町

近鉄大阪線恩智駅下車徒歩約 20分

　恩智城址の西に恩智左近の墓が建っている。
案内板に「恩智左近満一は恩智神社の社家の出
で、この地の豪族として恩智城を築き、楠木正
成方に味方した八臣の一人である。湊川の戦の
後はその子正行を助けて南朝方を守ったが、不
幸にして延元 2年（1337）6月熱病のため急

恩智城址公園の門柱

恩智左近の墓

恩智城址石碑
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死した。」と記されている。
　墓石前の自然石（高さ約1.2メートル）に、「贈
従四位　恩地左近満一之墓」と記される。
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〒 581-0000　八尾市神宮寺町 5丁目

近鉄大阪線法善寺駅下車徒歩約 20分

　恩智左近の墓から南へ約 300 メートルの地
に神宮寺小太郎の塚が建つ。
　案内板には、「神宮寺小太郎は当地の豪族で、
神宮寺城を構え、恩智左近満一とともに楠木正
成に属し、その八臣の一人である。正成湊川で
戦死後はその子正行に従い、四條畷に出陣して
討死し、その時北朝方により神宮寺城も落ちた。
塚はもともと古墳で、明治末年、所有者により
発掘され破壊されたという。」とある。
　なお、楠氏八臣は、和田和泉守正遠、安満了願、
恩智左近満一、湯浅孫六入道定仏、八尾別当顕
幸、宇佐見河内守正高、志貴右衛門朝氏、神宮
寺太郎左衛門正師の 8人といわれる。なお八
臣の読み方については諸説ある。

藤井寺市
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〒 583-0024　藤井寺市藤井寺 1-6-21　

電話 072-938-0005

近鉄南大阪線藤井寺駅下車すぐ

　南北朝時代には後醍醐・後村上両帝も帰依さ
れ、楠正行が正平 2年（1347）自軍 700 余
騎にて当寺に屯し細川顕氏 7000 の兵を破っ
た藤井寺合戦の折、般若心経六百巻を書写して
守り刀一振り、非理法権天の菊水旗を奉納し戦
勝祈願を行った、と寺案内にある。
　正平 2年（1347）の藤井寺合戦の折、境内
松の木に「非理法権天」の旗を掛け、正行、正時、
正儀は秘策を練り、十倍の細川顕氏勢に大勝し
た。是よりこの松は「旗掛けの松」と呼ばれる
ようになり、この松からは珍しい三葉松が現わ
れた。このことから三人が力を合わせ堅く一致
団結すればどんな困難にも打ち勝つ不思議な力
が授かると云われ、今も珍重されている。松の
木は、後世、場所を移し替えられている。

葛井寺

神宮寺小太郎の塚
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〒 583-0857　羽曳野市譽田 3-2-8　

電話 072-965-0635

近鉄南大阪線古市駅下車 400メートル

　楠正行ゆかりの遺物は残っていないが、境内
に、「譽田林古戦場址」（正面）の石碑が建つ。
側面に、「正平二年九月一七日楠正行年二五　
今年…年にあたり、今は命…思蓮。手兵五百余
騎…譽田林に於いて大勝す　翌三年正月、四條
畷…」、裏面に「昭和八年四月一七日　国威宣
揚祈願…」と記されている。　…は判読不明。
　「譽田林古戦場址」石碑横の説明文に、「譽田
八幡宮の付近は、南北朝から室町、戦国の各時
代を経て江戸初期の元和年間にかけて、戦略上
の要地であったため、再三古戦場の舞台となっ
たところである。」と記されている。 壺
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〒 583-0844　羽曳野市壺井 605-2　

電話 072-956-2824

近鉄南大阪線上ノ太子駅下車徒歩約 15分

　寛仁 4年（1020）源頼信がこの地の香呂峰
に館を営み、河内源氏の祖となる。その後二代
目頼義、三代目八幡太郎義家が誕生し、河内源
氏の発祥の地となった。
　前九年の役の天喜 5年（1057）、勝利を導
いた頼義公祈りの水を壺に入れて持ち帰り、城
内にその壺を埋めて壺井水と称したことから、
地名は壺井と改められた。壺井八幡宮本殿

河内源氏三代を祀る社

源義家の歌碑

誉田八幡宮
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　壺井八幡宮には、菊水白旗（麻製・縦3尺4寸・
横 3尺 2寸）、楠正行添え状（広瀬大夫宝眼御
房宛）、楠正儀下文（石河万寿宛）、以上三点の
楠木氏ゆかりの品・古文書が残る。

富田林市
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〒 584-0054　富田林市甘南備 1103番地　

電話 0721-35-5161

近鉄南大阪線富田林駅下車　金剛バス甘南備停留所

下車徒歩 3分

　楠公夫人の遺蹟で、正成・正行戦死後、正成
を始め一族郎党の菩提を弔いつつ生まれ故郷の
甘南備に隠棲し、寂寥の余生をここで過ごされ
た。草庵、観音堂、夫人の墓所、夫人常用泉が
ある。
　楠木母子の像がある。昭和10年大楠公600
年祭に竣工、久子夫人が正行を詩仏堂で訓戒の
銅像。

河内長野市

楠妣庵観音寺の山門

草庵

楠公像

楠母子像

観心寺の門
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〒 586-0053　河内長野市寺元 475　

電話 0721-62-2134

近鉄長野線・南海高野線河内長野駅下車バス観心寺

バス停下車すぐ

　文武天皇の大宝元年（701）、役小角によっ
て開かれた真言宗の寺。金堂は後醍醐天皇の命
を受けた楠木正成によって建てられた。延元元
年（1336）、湊川で討死した楠木正成の首級
が当寺に送り届けられ、首塚として祀られてい
る。
　鎮守堂は正行によって再興され、楠木家の菩
提寺・中院は正成の首級が送り届けられた時、
正行が切腹しようとしたところ。正行が刻した
と伝わる楠木正成像や、小堀鞆音作の楠木正成
画像・楠正行画像が霊宝館にある。

金堂

訶梨帝母天堂

建掛塔

楠木正成首塚

楠木正成銅像
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〒 586-0086　河内長野市天野町 996

電話 0721-52-2046

近鉄長野線・南海高野線河内長野駅下車バス天野山

バス停下車すぐ

　南北朝の争乱期にあたって南朝側の要衝の寺
であった。後村上帝が正平 9年（1354）から
6年間食堂を正殿とされた一方、北朝の光源・
光明・崇光の三上皇も 4年間御座所とされた
ため、南北両朝が同座することとなった。
　何れも重要文化財の、運慶作の大日如来坐像・
降三世明王坐像・不動明王坐像や同じく重要文
化財の、尊勝曼荼羅図・五秘密曼荼羅図・虚空
蔵菩薩像等宝物多い。十二月九日楠木正成自筆
書状以下十四通の楠木氏文書が残る。
 

樓門

観蔵院

金剛寺庭園

摩尼院

金剛寺境内 南朝後村上天皇行在所の碑
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摩
ま
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院
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〒 586-0086　河内長野市天野町 1006　

電話 0721-52-5832

近鉄長野線・南海高野線河内長野駅下車バス天野山

バス停下車すぐ

　金剛寺の塔頭の一つで、南北朝時代、大和の
賀名生から金剛寺に移られた後村上帝は正平 9

年（1354）から 6年間仮の宮居とされた。現
在残る書院は文献によって慶長年間（1596～
1614）のものと認められ、重要文化財に指定
された。
　鞣皮に金箔を打ち、碁盤目の丁寧な縫いとり
がなされ、墨痕鮮やかな菊水の紋と「非理法憲
天　正成」と書かれた楠木正成の軍旗。また、
正成が後醍醐帝から笠置で賜った銀鞘龍紋の短
刀は、桜井の駅で正行に授けられ、父の訃報に
接した正行が自刃に使おうとしたもので、とも
に摩尼院に保存されている。

千早赤阪村

建
たけ
水
みく
分
まり
神
じん
社
じゃ

〒 585-0041　南河内郡千早赤阪村水分 357

電話 0721-72-0534

近鉄長野線富田林駅バス水分神社前すぐ

　霊峰金剛山の総鎮守で、古来より付近一八か
村の産土神、この地を本拠とした楠木氏の氏神
でもある。境内に楠木正成公を祀る南木神社（摂
社）がある。大鳥居に掛かる扁額「正一位　水
分大明神」は後醍醐天皇宸筆と伝わるもので、
木額の表面が摩滅したため金銅製にて模造した
もの。
　本物の「扁額」表面は摩滅しているが、裏面
には楠正行の直筆で、「延元貮年丁丑四月廿七
日被奉授御位記　同五年庚辰卯月八日　題草創
之額　左衛門の少尉橘正行」と書かれている。
このことから延元五年（一三四〇）当時、正行
は元服していたことがうかがえる。

摩尼院正面

摩尼院の書院

摩尼院の縁と庭

建水分神社本殿
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〒 585-8501　南河内郡千早赤阪村大字水分 180

電話 0721-72-1447

近鉄長野線富田林駅バス森屋下車徒歩約 10分

　楠木正成は千早赤阪村水分の里で誕生した。
この地に建つ石碑は、明治時代、大久保利通の
奨めによって建てられた。郷土資料館には楠木
正成にまつわる様々な史料等が展示されてい
る。
　付近に、楠公産湯の井戸、奉建塔がある。

下
しも
赤
あか
坂
さか
城
じょう
址
し

　南河内郡千早赤阪村東阪
　�近鉄長野線富田林駅バ
ス千早赤阪中学校前下

車徒歩約 5分

　元弘元年（1331）
8月、後醍醐天皇が笠
置に入るや、楠木正成

は下赤坂城に拠って挙兵した。500 余騎とい
われる正成の軍勢は釣塀の戦法や熱湯を注ぐ戦
法を駆使して闘ったといわれるが、10 月 21
日落城し、正成は消息を絶つ。
　下赤坂城は、現在の村立千早赤阪中学校の裏
手の丘陵部一帯にあたるが、今は村立中学校の
裏手に「史蹟赤坂城址」の碑が建っているのみ。
碑の建つ場所から棚田の風景を鑑賞することが
できる。

上
かみ
赤
あか
坂
さか
城
じょう
址
し

　南河内郡千早赤阪村桐山
　�近鉄長野線富田林駅バ
ス森屋下車徒歩約50分

　元弘 3 年（1333）
2月、上赤坂城の攻防
が始まった。強固な自
然の要害に守られてい

た上赤坂城も、衆寡敵せず落城、守将平野将監
ら 30余名は幕府軍に降伏した。上赤坂城の落
城を見た正成は、金剛山中腹の千早本城に籠城
し、頑強に忍耐強い戦いを展開し幕府軍を悩ま
せた。
　上赤坂城は、金剛山の北斜面につきだした一
独立峰の先端部に築城された典型的な山城で、
海抜約 350メートルの高所に位置し、北・東・
西の三方が急崖をなし、天然の要害を形作る。
今も本丸跡・茶碗原跡等がわずかに往時をしの
ばせてくれる。

千
ち
早
はや
城
じょう
址
し

　�南河内郡千早赤阪村千早
　�近鉄長野線富田林駅バ
ス金剛登山口下車徒歩

約 20分

　元弘 2 年（1332）
11月、楠木正成によっ
て築かれ、翌年 5 月

楠公誕生地

千早神社下赤坂城址の碑

千早城址の碑

上赤坂城址の碑
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まで約 100 日に及ぶ間、鎌倉方の大軍勢の攻
撃に耐えた。自然の要害に築かれ、東は尾根続
きに金剛山に連なり、南は妙見谷、北は風呂谷、
西は大手口筋と急崖をなし、籠城に欠くべから
ざる水は金剛山中腹一帯にあるという五か所の
湧水口から引いたと史料に見える。
　馬の背部分に四段階に区画されてつくられ、
千早神社付近が本丸・二の丸の跡、神社の先端
部に三の丸・四の丸と続き、三の丸の一部と四
の丸跡は、現在削平されて城址公園となってい
る。

寄
よせ
手
て
塚
づか
・身

み
方
かた
塚
づか

南河内郡千早赤阪村森屋　森屋惣墓内

近鉄長野線富田林駅バス森屋下車徒歩約 20分

　河内名所図会によると、この二つの塔は、南
北朝動乱期、千早赤阪の地を舞台に起きた戦に
より命を落とした兵の霊を弔うために楠木正成
によって造立された供養塔とある。
　幕府軍を敵と呼ばず寄せ手とし、その五輪塔
を味方（楠木軍）の塔より大きく建てたという、
何とも奥ゆかしい、楠木正成の人情味が感じら
れる伝承が伝わる。

大阪市

渡
わた
辺
なべ
橋
ばし
・小
しょう
楠
なん
公
こう
義
ぎ
戦
せん
之
の
跡
あと

〒 540-0031　大阪市中央区北浜東 1番地

地下鉄谷町線・京阪本線『天満橋』駅下車、大川沿

いキャッスルホテル前

　正平 2 年（1347）11 月 26 日、楠正行は
瓜生野の戦い（住吉・天王寺）で山名時氏・細
川顕氏を打ち破り、逃げる敵を大川に追い詰め、
500 人を超える敵兵が渡辺橋に集中し、川に
落ち流された。この時正行は、部下に命じ、敵
兵を救い、衣服や薬を与え、京へ帰した。これ
こそ日本精神の化身ともいうべきもので、今
より 150 年前のナイチンゲールに先立つこと
500 年も前の話で、我が国が赤十字社に加盟
することを容易にした出来事“渡辺橋の美談”
として語り継がれている。
　南北朝時代の渡辺橋は、現在の天満橋と天神
橋の中間あたり（八軒家浜）にあった。碑は昭
和 15年、紀元 2600年を記念し建立されたも
ので、八軒家浜の再整備に合わせ、現在のとこ
ろに再建された。 

寄手塚と身方塚

小楠公義戦之跡

碑文
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河内の国今昔フェスタ・フォトアルバム

2015.11 2016.9

京セラドームスカイホールで開会式

大阪駅会場の様子

大阪商業大学蒼天ホールでフォーラム

河内街道音頭を発表

伝統芸能河内俄

枚岡神社所蔵布団太鼓レプリカ

絵画コンクール応募作品

大阪駅会場で開会式
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登録有形文化財　川中邸と屋敷林

■地質と位置
　河内平野は周知のとおり、太古は難波の内海
であった。今から約 80万年前に生駒山系が次
第に隆起し、やがて上町台地も隆起し、難波の
内海は河内湖となり、古大阪湾に流入していた
淀川や旧大和川の砂礫の堆積によって陸化し、
低湿地帯となった。
　江戸時代まで南東より北西に水系を広げて流
れていた旧大和川が宝永元年（1704）現在の
流路に付け替えられ、湖の名残であった深野池
や新開池が干拓され、生駒山脈と上町台地に挟
まれた南北に細長い低湿地帯は河内平野とな
り、広大な新田が生まれた。
　この河内平野のほぼ中心で、大阪府最大とい
われる土地区画整理事業が行われ、屋敷林の周
辺は猛烈な勢いで市街化が進んだ。国道 308
号線上を走る阪神高速道路東大阪線、その下を
走る近鉄東大阪線の吉田駅から北へ 200 メー
トル。屋敷林の東端は旧大和川の支流であった
吉田川跡に開かれた川中新田に接し、標高 6.2
メートル、林の中央部で 4.67 メートル、西端
は 4.3 メートルと、わずかに西に緩勾配のあ
る面積約 8000平方メートルの雑木林である。
　地盤は河内平野の一部として、当然やわらか
い沖積層上にあるが、地表の暗青灰色のシルト
質粘土上部の層厚 0.5 メートル余りは有機物
質（腐植物に覆われ、この堆積有機物の上にコ
ケ、シダといった隠花植物をはじめ、キノコ、

木本、草木など 400種に近い植物が生育した。

■変遷
　江戸時代から長い年月、木々の交替を繰り返
しながら存続してきた屋敷林は、かつて燃料や
たい肥などの供給源として、また一部は観賞用
であり、防風・防災などの大切な役割も果たし
てきた。
　そして常に人の手が入り、特有の生態系を保
つよう整備されてきた。しかし、マキは燃料と
しての必要性を失い、たい肥は手軽な化学肥料
に代わり、屋敷林は生活に直接必要のないもの
になった。何度かの台風で大木は倒れ、人手不
足も加わって、長年手入れされずに荒れ果てて
いった。林縁には草丈の高い繁殖力の旺盛な草
が茂り、市街化が進むにつれ粗大ゴミが捨てら
れるようになった。

■緑地保全地区と大阪みどりの百選
　一度失えば短期間でこれに代わる林を生み出
すのは容易ではない。歴史ある屋敷林を、昔の
姿で維持、管理していくことは経済事情と環境
の変化の中で極めて困難である。
　しかしこの林を生息の場としている昆虫も含
めた多くの生き物たちを、人間のエゴのために
捨て去ることはできなかった。そんな願いがか
なえられて、屋敷林のうち、約 5000㎡が昭和
59年 9月、大阪府における緑地保全地区の第
1号として指定された。
　また、平成元年 2月には府民投票による「大
阪みどりの百選」が選定され、この屋敷林もそ
の一つに選ばれた。また、ここは江戸時代に大
和川付け替えにその生涯を捧げた河内平野の開
拓者、中甚兵衛の生地でもある。自然的環境と
歴史的環境を合わせて一体的に保全し、先人の
遺産をより一層充実した郷土の緑として、ラン
ドマークとしても維持していきたいと願ってい
る。

川中邸屋敷林全景
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河内街道音頭（平成 27 年 8 月）

　作詞　扇谷　昭� 補作詩　川中知子
� 唄　　松原光司
エーさては一座の皆様へ　ちょいと出ました私は

東大阪　今米生まれの　庄屋の息子　ヨホーイホイ

度重なる河内平野の水害に　村人の苦労も水の泡

江戸期　元禄、宝永の御世　南北に流れた　大和川

起点の碑　残る藤井寺　柏原から

たったの八カ月で　東西　堺に付け替えた

その名も甚兵衛　私のことヨ

古い川筋　新田に　河内木綿の栽培だ　村人心うきうき

七百年の昔より　唄い続けた河内音頭を借りまして

河内の歴史と文化を伝え

平成の今より　唄い始めた河内街道音頭にのせまして

精魂込めて唄いましょう

ソラ　ヨイトコサッサノ　ヨイヤサッサ

河内の南に悠然と　そびえて高き　金剛山

そこ千早赤阪に生まれて　強烈な男気　大楠公

知略の限りを尽くして　導いた建武のまつりごと

この戦破るべし　わずか数年で　散る湊川

何としても　吉野の宮を　京の都へと

河内長野　観心寺に学び　育つ

遺訓を胸に　本陣　河内往生院

河内の北にこんもりと　米盛りたるごとし　飯盛山

街道はさんで　河内湾の名残　深野池

忠孝両全全うし　眠る四條畷　小楠公

河内を南北に　貫き　生き続けた二人の魂は

幕末　明治維新と　花開く

大昔　けもの道　稲作始まり　人の通った跡が道になる

淀川の洪水から　民まもる　茨田の堤

古市に　応神陵できた　古墳の時代

寝屋川　門真に　日本最初の堤防できる

仏教文化　花開いた奈良時代　庶民に伝えて　全国行脚

の行基さん　守口から平城京へ　作った行基道　庶民の

みち　平安時代　高野山　開いた弘法大師

京の都から　坊さん　公家　武士　庶民と　お参り絶え

ない東高野街道　法力伝え　各地に残る　弘法の井戸

難波の津と　大和飛鳥を結んで1400年　日本最古　古

道の官道竹内街道　松原　羽曳野　太子　河南の大道よ

大坂京都間　100もの関所なくし　自由な往来　信長公

大坂と伏見を結ぶ　最短道　文禄堤は　秀吉公

4つの村 378 軒　枚方の宿　京街道一の大宿場町

くらわんか舟に乗ったか　家康公

江戸期の豊かさ　河内　あちこちに　八尾　富田林は　

寺内町　旧家の連なる白壁と　電柱建たない石畳

交野　大阪狭山は　立派な屋敷

馬に乗ったまま通れる　代官屋敷　北田家の大門

入母屋屋根に本瓦　古来農家屋敷　吉川家

野崎まいりは　屋形船でまいりましょう

元禄宝永に　人の往来絶えない　大東　野崎観音

二つの世界遺産　京の都と高野山　山城八幡　紀州橋

本ヲ　結ぶ　ふるさと　河内の街道

2000 年の歴史が作った　河内平野　縄文の昔は

河内の海ヨ　やがて砂運ばれ　河内湖に

長く続いた　川の氾濫　湿原時代

大和川の付け替えで　始まる河内平野の繁栄を

今に伝える　21のまち　歴史と文化を綴って

河内街道音頭と申します

聞いておくれよ　荷物にゃならぬ　聞いて心もウキウ

キシャンセ　気から病が出るわいな

歌の文句は小粋でも　私しゃ未熟で　とってもうまくも

きっちり実際まことに　みごとに読めないけれど　

八千八声のホトトギス　血をはくまでも　つとめましょう

河内街道音頭CD
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発　行
平成 29年 3月

“河内の国”文化遺産総合活用実行委員会
一般社団法人河内観光局内

〒 578-0903　
東大阪市今米 1丁目 4番 38号

℡　06-6788-9159

表紙＝大和川を東西に付け替え
た中甚兵衛の生家ゆかりの登録
有形文化財・川中邸の秘蔵物の
一つとして残る河内を中心に描
いた絵図。

河内木綿文様＝各ページに使っ
た河内木綿文様は、大阪商業大
学商業史博物館所蔵資料。

イラスト＝ 2 種類の正行イラス
トは、藤戸学さん、扇谷美織さ
んの作品。

発　行

ロマンあふれる河内へようこそ！
19 市町村勢要覧で繙く河内の歴史と文化＆楠公史跡

　私たちは、平成 27年 11月、第 1回河内の国今昔フェスタ「歴史・
文化と見本市 in 大阪駅」「地域資源と観光を考えるフォーラム」を
開催し、河内の歴史や文化を宣伝し、物産や伝統芸能も披露した。
　会場を訪れた多くの方からアンケートをいただいたが、河内地域
の活性化に向けて「河内の優れた文化や技術を広く広めてほしい」
「河内の PRが足りない」との声が多かった。
　この観光パンフレット第 2版は、これらの要望を受けて、昨年
制作した初版（オールカラー・24頁）に盛り込めなかった 19自
治体の文化・観光情報を、各自治体が発行する市町村勢要覧（未発
行自治体は別途、観光関係パンフレット等掲載）を集約する形式で
盛り込んだ。
　この観光パンフレットが、一人でも多くの人の手に渡り、河内の
歴史や文化がさらに知られ、広がり、全国いや全世界から多くの人
がこの地、河内を訪れることを切に願っている。
　最後に、19自治体の市町村勢要覧を集約するにあたって、四條
畷市秘書広報課に多大のご支援・ご協力をいただいたこと、この誌
上をお借りしてお礼申し上げる。
� 河内の国文化遺産総合活用実行委員会
� パンフレット製作チーム　　扇谷　昭


